
次世代育成 WG の審議、ならびに報告書、提案を経て立ち上げられた次世代育成型研究 

プロジェクトの評価部会は、主として道徳科の評価に焦点を当て、評価の在り方の可能性を

探っていくことを目的として設置された。道徳科における評価の基本的な考え方としては、

道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議の報告書（平成 28 年７月）、また、現行

の学習指導要領解説の中で、次のような内容で規定されている。道徳科の評価は、児童生徒

の側から見れば、自らの成⾧を実感し、意欲の向上につなげていくものであり、教師の側か

らみれば、教師が目標や計画、指導方法の改善・充実に取り組むための資料であること。ま

た、数値による評価ではなく、記述式とし、大くくりなまとまりを踏まえた評価であること。

その評価の視点は、学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展してい

るか、道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視する

こと。 

しかし、教師のねらいのもと構想される道徳科の授業において、児童生徒の成⾧を見取る

２つの評価の視点（自我関与と多面的・多角的な見方）は、道徳科の評価として妥当なのか、

また、道徳教育、道徳科としての評価の在り方はどのようにあればいいのか（両者の関係性）、

児童生徒による個人内評価を教師がどのように見取るのか、評価におけるＩＣＴ活用等さ

まざまな課題が出されている。そこで、本評価部会では、道徳科の評価の在り方の課題、そ

の課題解決のための評価の可能性を探っていくことにした。 

2023 年 12月26日に立ち上げの会（キックオフ・ミーティング）第１回を開催し、道徳科

の評価に焦点を当て、参加者が道徳科の評価について、どのような考えをもっているのか交

流し、今後の会の持ち方について確認した。評価部会は基本的に奇数月の第４金曜日20 時

～2 時間程度の開催とした。2024 年１月の第２回は、道徳科における評価についての各参

加者の問題意識と各自がおこないたい研究テーマ、内容の概要を交流した。第３回（３月）

～第５回（７月）までは、３名ずつ研究の構想の発表と審議をおこなった。第６回（７月）

は、11 月開催される静岡大会のラウンドテーブル参加に向けての座談会後、役割分担をお

こなった。第７回（９月）は、ラウンドテーブルの要旨の審議をおこなった。第８回（11 月

上旬）ラウンドテーブルの話題提供者４名の発表審議をおこない、11 月 23 日の静岡大会の

ラウンドテーブルの発表に臨んだ。第９回（12 月）では、ラウンドテーブルの成果と課題

からみた、各自の研究の振り返りと方向性について座談会形式で開催した。第 10 回（１月）

では、研究のまとめに向かう各自の進捗状況の報告、第 11 回（３月）は、各自の研究の成

果と課題についての報告、第 12 回（５月）は最終回として、道徳科の評価部会におけるチ

ームとしてのまとめと各自の研究のまとめの報告をおこなった。その研究会の発表資料を

添付しているが、今後の研究におけるオリジナリティ守秘の観点から、すべてを公開してい

るわけではないことは予め断っておきたい。  

参加者より取り上げられた評価の在り方を概観すると、下記の通りである。  

＜評価の在り方の提案＞  

・道徳教育と道徳科の評価の在り方（カリキュラム・マネジメント）  

１ 



・児童の成⾧と道徳科授業の評価の在り方 

・道徳科における指導と評価の一体化 

・児童生徒の学習のまとめに対する教師のかかわり（フィードバック） 

・道徳科の評価における ICT の効果的な活用 

・道徳科の振り返りのデータベース化による評価システムの開発 

 

個人研究課題を設定し、部会で研究の構想、内容、方法、成果と課題を審議することで研

究の方向性が明らかになり、PDCA サイクルで見通しをもって研究を推進することができ

た。ラウンドテーブルで一定の成果を発表することで、個人研究の内容の拡充はもとより、

各テーマのチームとしての成果も得ることができ、会員相互の交流も得ることができたの

ではないか。 
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「自己の生き方を考え続ける」

意欲を高める道徳科の評価

―「関係に基づく評価」を参考に―

2025年５月 東京学芸大学 浅部 航太

日本道徳教育学会 次世代育成 評価部会 報告書
1

本研究の要旨

道徳科の評価を

「生き方を考え続ける意欲を高めるもの」

と捉えた上で、

「関係に基づく評価」（ガーゲン＆ギル,2023）

を手掛かりに、

評価の充実の方向性について提案する。

2

3

道徳科は何を目指す教育か

道徳科の学習は，「人生いかに生きるべき

か」という生き方の問いを考えると言い換

えることができ，道徳科の指導においては，

児童のよりよく生きようとする願いに応え

るために，児童と教師が共に考え，共に探

求していくことが前提となる。

「小学校学習指導要領（平成29年告示）解

説 特別の教科 道徳編」p.16・91・92

道徳的価値に向き

合い，いかに生き

るべきかを自ら考

え続ける姿勢こそ

道徳教育が求める

もの

「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別の教科 道徳編」p.106

生き方（こんな人間になりたい！）を考え続ける子どもを育てる

道徳科の評価の目的

学習における評価とは，児童生徒にとっては，自らの

成長を実感し意欲の向上につなげていくもの

「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別の教科 道徳編」p.107

4

「生き方を考え続ける意欲」を高めるための評価

学習評価の目的

道徳科評価の目的

現行の道徳科評価の課題
5

①指導要録（通知表）のための評価という意識が根強い

☞１度のフィードバックでは意欲は高まらない

②教師が評価するという評価観

• 生き方を考える。 ☞（長期的な）自己評価が中心となるはず

• フィードバックの主体 ☞＋友達、保護者、管理職、地域…

③評価の２視点（多面的・多角的、自分自身との関わり）

☞「生き方を考え続ける」という目的が等閑視されやすい

「生き方を考え続ける意欲」を高めるものになっているか？

6

ガーゲン、ギルの問題意識

• 工場としての教育の見方を転換させ、対話と協同を軸とする関係

のプロセスとして理解することを提案

ケネス・J・ガーゲン、シェルト・R・ギル（2023）『何のためのテスト？―評価で変わる学校と学び―』ナカニシヤ出版，p.56

• 関係性の視点から、教育評価の構想を引き出す

• 必要なのは、学びに対する評価ではなく、学びのプロセスの中で

行われ、それに寄与するような評価へのアプローチ

「関係に基づく評価」

1 2
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「関係に基づく評価」（relational evaluation）

関係を核とし、学びと学びが埋め込まれて

いる関係を豊かにするような評価の考え方

7

ケネス・J・ガーゲン（2023）『関係の世界へ―危機に瀕する私たちが生きのびる方法―』ナカニシヤ出版，p.86

評価≠

判断の手段

1. 学びのプロセスの向上 …学習者を動機付ける

2. 学びの意欲の持続 …責任や自信をもたせる（自己評価を重視）

3. 関係の質を豊かにする …信頼構築に焦点

３つのゴール

ケネス・J・ガーゲン、シェルト・R・ギル（2023）『何のためのテスト？―評価で変わる学校と学び―』ナカニシヤ出版，pp.60-64を整理

8

「関係に基づく評価」の実践の場

1. 学びのプロセスにおける評価（プロセス評価）

・生徒が進んで参加できるようにいかに招待するか

・「教師と生徒」という１つの単位として理解する

例）教師がクラスの活動の流れを止めて、「私たち（クラス）」

が今どんな状態かについてコメントを求める

・即興的な性質に目を向ける（標準的な方法はない）

2. 一定期間ごとに行われる評価（リフレクティブ評価）

・起こったことを振り返り，どこを改善すればよいか

・多声的な対話の重要性（生徒と教師の会話，保護者，クラスの仲間）

ケネス・J・ガーゲン、シェルト・R・ギル（2023）『何のためのテスト？―評価で変わる学校と学び―』ナカニシヤ出版，pp.65-69

「関係に基づく評価」の評価形態

ケネス・J・ガーゲン、シェルト・R・ギル（2023）『何のためのテスト？―評価で変わる学校と学び―』ナカニシヤ出版，pp.66-75を整理

プロセス評価

（授業中に行う評価）

• 仲間や教師からの肯定的なフ

ィードバック、省察的な質問

• 自己評価など

【特 徴】

• 即興で行う

• 教師が子供の関心に耳を傾ける

（教師もフィードバックを受ける）

9

リフレクティブ評価

（授業後の定期的な省察）

• ポートフォリオ

• 個人やグループでのレビュー

• 年度末の児童主導の報告会など

【目 的】

• 将来の目標などについて互いに探究

• 他者が自らの経験を語るのを聞き、

省察的な表現力を高める

10

【方向性❶】授業中の評価（プロセス評価）

⚫ 教師が子どもの関心に耳を傾けて問いを設定する。

☞初発の感想や前時までに生まれた問いを参考に設定。同意を得る。

⚫ 教師のフィードバックは、問い返しを重視する。

⚫ 終末の振り返り（自己評価）を自由に行う。

今日はこのテーマで考えようと思うけど、どう思う？

詳しく教えて？ どれが納得できる？ みんなはどう？

考えたことや生き方のヒントを記録しておこう。

11

【方向性❷】長期的・重層的な自己評価（リフレクティブ評価）

生き方が磨かれていく

• 自分の生き方は…

• そのために自分は…

道徳科 他教科

体験

◎振り返り（生き方のヒント）を蓄積

◎1～２名の振り返りを全員でフ

ィードバック（短学活、次時の導入）

学期始

（道徳開き・ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ）

学期末

（報告会）

• こんな学びや成長が…

• 自分が明らかにした

生き方は…

振り返りを

整理
（２ヶ月に１回程度）

特に

道徳性
｜｜

道徳的な判断力
心情

実践意欲と態度道徳的諸価
値の理解

自己の生き方につい
ての考え（思考）

を深めるを基に

自己を見つめる
（自分のこととして、

自分との関わりで考える）

多面的・多角的
に考える

学習を
通して

何を肯定的にフィードバックするか？

▲方法的にも道義的
にも難しい

？理解単体を評価するこ

とへの議論が不十分

◎生き方を考えようとしている姿勢はOK

▲毎時間の変容を求めフィードバックすると決意表明に

「生き方を考え続ける」意欲を伸ばしたい

12

◎生き方を考える上で必要な思考・方法知

7 8

9 10

11 12

4



2025/5/23

3

具体的にどうフィードバックするか？
13

①生き方を考え続けようとする姿勢

• 分からなかったことを考え続けていてすごいね

• すぐ答えを出さずに考え続けるって大切だよね

• 前に考えた生き方を、もう一度考え直していていいね

②多面的・多角的な見方に発展する

• 友情の新しい考え方に気付いたね【多面的】

• 自由が成り立つ理由を考えられたね【本質軸】

• 「もし～だったら」と考えたね【条件軸】

• この先どうなるかまで考えたね【時間軸】

• いろいろな人の立場から考えたね【対象軸】

• 友達の考えを参考にできたね【他者理解】

③自分自身との関わりで深める

• 自分はどうなのか見つめられたね

• 登場人物になりきって考えたね

• これまでの体験と関わらせて考えたね

• 自分のよさや課題に気付いたね

• 難しさや自分の弱さを考えたね

• 自分ができることに気付いたね

【参考】富岡栄（2020）「道徳科における指導と評価の一体化を目指して」p.105
浅部航太（2019）「重視する学習状況から子供のよさを見取る道徳科の評価」pp.54-55

質問

妥当性、信頼性を超えた評価も（ある小学校４年生の事例から）

関係によって評価が変わる（個人内評価）

妥当性、信頼性を求めすぎない

14

• あまり学習に意欲的でなく、振り返りもほどんど書かない子

• ある道徳科授業で振り返りを書いた。別に何てことはない内容だが、

この子がこれだけの振り返りを書くのはすごいこと

• 拍手が起き、授業を観ていた校長先生も「すごいね！」と伝えた。

• その後、この子は道徳が好きになり授業を心待ちするようになった。

• 単一の評価規準だったら、決して評価はされないケース。だが…？

15

【まとめ】道徳科評価の改善の方向性

❶道徳科の評価は生き方を考え続ける意欲を高めるもの

➢ この視点も評価の視点に含める。

❷評価観を変える

• 学びと関係を豊かにするため、教師だけでなく子ども（＋α）と行う。

• プロセスでのフィードバックを一層重視する（授業改善の評価も）。

• 妥当性・信頼性を求めすぎない。 積極的な個人内評価を！

❸長期的で重層的な自己評価（定期的な省察）を行う

➢ 生き方は長期的に更新されるもの。１時間での評価の限界を認識

16

• ガーゲンの「関係に基づく評価」を手掛かりに、道徳科の評価を再考したこ

とにより、現行の評価のよさと改善点が明確になった。

• 具体的には、改善点として，①「生き方を考え続ける意欲を高める」視点を

加えること、②評価観を転換すること、③長期的で重層的な自己評価を重視

することを提案できた。

本研究の成果

本研究の課題
• 道徳教育・道徳科で育成を目指す「道徳性」についての検討や、道徳科は何

を目指す教育なのかといった、本質的な議論に踏み込むことができなかった。

• 資質・能力と評価の視点とのねじれ（目標に準拠しない評価）をどう調整す

るかや、「道徳的価値の理解」（道徳科で扱う「知識」）を評価することに

ついて言及できなかった。

13 14

15 16
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大好き 発見 私の町
道徳を要とした
カリキュラムデザインの提案

横手市立大森小学校

猪岡養子

日本道徳教育学会
次世代育成型研究プロジェクト
評価部会 報告書

体験を意識することでどんな力が発揮されるか？

場面を理解する力

• 言葉の獲得

• 人との関わり

• 物や自然との関わ
り

• 問題理解

• (課題発見）

見通す力

• 学びの関係づけ

• やってみたい心

• やれそうだ、知っ
ている心

気付き

• こうすれば・・

• ○○と同じかな？

• 自分にも似た経験
がある！

• どうしたらうまく
いくんだろう

学びに向かう主体性

Agency

道徳科授業学習あるいは行事
や活動

学習あるいは行事
や活動 道徳科授業

道徳性を育むことを意図したカリキュラムマネジメント(例）

道徳授業を他教科や行事と関連付けることで、体験は意識され、
それによって道徳性が深まるのではないか。

問い

ねらい
自分の住む町の自然や文
化，人々との触れ合いを
通して地域のよさを考え，
地域や国に親しみを持っ
て生活する態度を養う。

○小学校2年生にとって、ねらいにあ
る姿とはどのような姿なのか
（学習指導要領の内容項目を手がか
りに猪岡が想定した）
• 郷土の文化と生活に親しみ、愛着をもっている姿

• 郷土の存在に気付き、そのよさに気付く姿

• 自分のすむ町の身近な自然や文化などに直接ふれる機
会を増やしたいと思い、そこに携わる人々との触れ合
いを深めたいと身構えるている姿

• 国や郷土のへの愛着を深め、親しみをもって生活でき
るようにする行動の準備が整いはじめた姿

6月授業実践 小学校二年生 児童22名
テーマ 郷土愛

「わたしたちのすむ町」
教材名「見つけたよ」

（学年行事）
大森町探検（生活科）・・公園A・商店街通りA・赤煉瓦館A・山下太郎記念館B・野菜蔵G
・郵便局G･交番G①全員でAとBの2回学校の近くを散策し、3カ所のグループに分かれて見学

休み時間
虫取り遊びが大流行
生活科の「生き物となかよし」から始まっ
た遊び

他教科
国語科(話し合いのベース）
「あったらいいなこんなもの」で質問の仕
方とその答え方を学ぶ

下記はグループ対話記録の分類記号

タブレットでグループの
授業中の対話記録から分析

（記録分析の方法）
4人グループにタブレット一台
リーダーが録音操作
話し手は、タブレットを見ながら話す
聞き手は、話し手に質問や感想を言う
順番に4人が話す。
タブレットごとに文字起こしし、対話
記録の分類記号に当てはめて分析

家庭由来

（タブレットの子どもの姿から A班分析）
・Ｙ僕が町ですきなところはサマーフェスタです
• Fなんで？
• Ｙ花火ショーがあるからです
• そうなんですね
• R町のいいところは、・・・・
• F虫とかすき？
• F大森の人でもいいよ．山下太郎とか.野菜蔵とか
• R僕が好きなのは野菜蔵です。
• Fなんで？
• Rいろんな野菜があるからです。
• Fいいですね
• Mわたしが好きなところは花がいっぱいあるところです。
• Fなんで？
• Mなぜってきれいだから
• Fどこの花ですか F何の花ですか F一番好きな花は何ですかM 桜です

家庭での体験

町探検での体験

休み時間の遊び

1 2

3 4

5 6
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（タブレットの子どもの姿から B班分析）
・A町ですきなところは優しくていろんな場所があるところです
• Bそれはどこですか？
• A公園とか
• Bなにをしますか
• A⿁ごっこです
• B何で遊びますか
• A滑り台です
• I○○町のいいところはコミセンターです。
• Fコミセンター？
• Iコミセン。そこは太鼓を叩くところです。(伝統の太鼓を習っている）
• Fどんな太鼓の音ですか
• Iいろんな音です。
• F大きさはどれくらいですか？
• Iこれくらいの扇風機くらいの大きさです

家庭での体験

町探検での体験
山下太郎が自慢

• 生活科「町探検」

• 山下太郎記念館で○○
について関心を持って
いた。6月

野菜倉が自慢

• 野菜倉に行き○○につ
いて関心を持っていた

• 地域の農産物について
自慢に思う気持ちに触
れた。6月

音楽（祭りのリズ
ム）

• 郷土に伝わる大
森太鼓を習い、
太鼓をたたく。

• 絵日記に表し、
大森太鼓保存会
へ送る(交流）
9月

ボランティア活動

• 廃品回収活動を
親と一緒に行う。
(地域のために）
8月(夏休み）

町探検とまとめ

• 道徳後さらに探
検したいとバス
で2回目の探検を
する。7月・大森
町の良いところ
ガイドブック(発
信したい）9月

道徳授業「わたしたちの町 見つけたよ」(郷土愛） 道徳(郷土愛）
ぎおんまつり

12月

体験活動
(老人ホーム

訪問）
1２月

学
習
発
表
会

10月

郷土愛を育む全体計画
音楽（水色で表示）は道徳の時間に児童から
出た発言により、後から授業計画に入れたところ
である。

他教科との関連 9月実践
生活科のまとめに現れた郷土愛に関わる言葉

地元のよさに気付き、住ん
で良かったと書いている。

探検し調べたことを使ってガイドブックを作る活動。（児童作文）

町にはいいところがたくさ
んありました。人がやさし
いし、しぜんがたくさんあ
るからです。そんな町にす
んでよかったです。

もっと町のことをみんなが
すきになってほしいから調
べました。みんなで探検し
て、もっと発見しようと思
いました。

もっと町を好きになってほ
しいから町のよさを発見し
たいと書いている。

わたしは町に世界中の人が来
ると思います。赤煉瓦蔵と山
下太郎記念館はほかにありま
せん。

いいものがあるから世界中
の人が来ると書いている。

実さいにたんけんに行ってす
ごいと思いました。いろんな
ものに出会ったからです。
出会えばいろんなことが分か
り、やってよかったです。

色々なものに出会い、知識
が広がったことを喜ぶ記述
がある。

成果
郷土愛を育むためには、道徳授業のⅠ時間では難しい。そこで、行事や他教科と関連付けることで体験
は意識され、郷土愛について深く考え育まれれるのはないかと考え実践した。授業記録や児童の作文に
表れている言葉から一定の効果があったと言える。以下に詳細を述べる。

• 児童の発言を書き起こし、それらを分類した。
①家庭由来 ②町探検由来 ③休み時間由来 ④その他の既習由来などの視点である。
Ⅰ時間の道徳の中に、児童のそれぞれの体験の由来が表れていた。

• 他者に興味深く聞いてもらえると、より意識された特別な体験になっていくと考えられる。

• また、質問に答える児童だけでなく、質問する児童の側にも町探検から得た経験をもとに質問事項を
考え，問う子どもの姿が見られた。

これも自己の経験を振り返り、話し手に共感しながら、自分の経験を話し手の経験と重ねて考えてい
るから質問することができたのだと考えられる。これも過去の経験を特別な体験として意識していたと
言えるのではないか。

• 道徳の時間、児童から大森太鼓の話題が出たことから、全体計画に音楽「大森太鼓体験」を新
たに計画に入れた。大森太鼓体験は子ども達にとって祭りを思い出し、太鼓を自慢に思い喜び
合う児童の姿があった。

• 「大森町ガイドブック」は、児童が意欲的に調べ、8ページ以上を書いた。書かれた作文やイ
ラストと2年生の郷土愛に関する道徳のねらいを照らし合わせてみたところ、重なるところが多
くあった。道徳性を意識したカリキュラムマネジメントを行うことで、教師が意識して指導に
当たることができたからだと考えられる。

子どもの主体性 学びの楽しさの表れ 課題
・児童の詳細な実態把握は必須。実態把握についての効果的な方法を探る必要がある。

・柔軟に考えたカリキュラムデザインにしていくことが考えられる。

・他教科のねらいや育てたい力をはっきりさせることが必須である。
今回の提案で、他教科のねらいや育てたい力をはっきりさせているとは言えない。

・道徳との関連性を明確にしたい。

7 8

9 10
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問題意識 ～子どもを見取れるようになりたい！～問題意識 ～子どもを見取れるようになりたい！～

・・子どもを見ること。

・・子どもを見て、知ろうとすること。
子どもの言動を通して、内面をまる
ごと捉えようとすること

・・目標との関係において実践的活動を
検討し、次の教育実践を調整する。

子どもの学び・成長を
見取りたい！

・道徳の授業での深い学び
とはどんな学びか。

・子どものどんな姿を見取るか。
…を明らかにする

子どもの姿を継続的に
見取り、解釈し、理解する。

深い学び（田村学）深い学び（田村学）

「知識・技能が相互に関連付けられ、構造化されたり身体化されたりし
て高度化し、適正な態度や汎用的な能力、概念的な知識となって、自由
自在に使いこなせるように“駆動”する状態」に向かっていくこと

道徳科での
深い学びのイメージ
道徳科での
深い学びのイメージ

自己の生き方と道徳的価値とがつながることが“駆動”する価値観や道徳
性となると捉える。学びをつなげ、ネットワーク化する姿を「深い学
び」として見取る。

親切，思いや
り

②離れ離れになった赤⿁と
青⿁ってよい友達？

①いつもゲームする
あの子はよい友達。

③そういえば、Aさんに励まして
もらって、嬉しかったよなぁ。

⑤友達には、優しくできる。
Ｂさんは、犬にもやさしいよなぁ。

⑥動物への優しさと、友達への
優しさって、同じなのかなぁ？

⑦どちらにも相手を思う
気持ちがあるよなぁ。

⑧誰に対しても、思いやりの
気持ちは大事。

自然愛護

①
②

③

④④助け合うのがよい友達なのかも。

⑤

⑥

⑦
⑩特に友達に対しては

よく考えないと！

⑧

⑨

友情，信頼

⑨青⿁は赤⿁を思っていた。
赤⿁は…う～ん。

⑩

道徳科の
深い学び
思考例

道徳科の
深い学び
思考例

1 2
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学びをつなげる姿（ネットワーク化）を深い学びとして見取る

①価値を再構成し、認識を深める

②諸価値を関連づける（価値と価値との共通点・相違点）

③価値認識と他の特殊な場面や自分の経験とをつなぐ

④価値認識と自己の生き方とをつなぐ

道徳科における深い学び 問題意識問題意識

①上田薫、築地久子などが安東小で実現しようとした
個を生かす授業を道徳科で実現する。

②個の学び・個の成長を見取る。

個々の子どもを生かして、学びを大事にする！
①一人ひとりの道徳性に係る実態を把握
②目標に一人の子を位置付ける

個々の子どもを深くとらえ、他の子とちがうその子の何をどうしてやることが、そ
の子なりに意味ある学習になるのかを明確にし、個の追求の筋道にそって個性的に変
化発展させることが子どもを生かす授業であると捉えている。

『個の育つ学校』 上田薫・静岡市安東小学校 明治図書

個を生かす授業とは？個を生かす授業とは？

カルテカルテ

目標を子どもに
位置付ける

目標を子どもに
位置付ける

評価評価

個々の子どもを深くとらえ、他の子とちがうその子の何をどうしてやることが、そ
の子なりに意味ある学習になるのかを明確にし、個の追求の筋道にそって個性的に変
化発展させることが子どもを生かす授業であると捉えている。

『個の育つ学校』 上田薫・静岡市安東小学校 明治図書

カルテカルテ
子どもの具体的な表れやそれに教師の
解釈を加えたもの。カルテを積み重ね、
結びつけることにより、子どもの新た
な面を発見することができる。また、
カルテをとり続けることにより教師自
身の子どもの見る目がかわってくる。

日々の生活・授業
での現れ
□ 内容項目
□ 教科・領域
□ 内容

目標を子どもに位置付ける目標を子どもに位置付ける

抽出児、対象児のこと
授業の目標を抽象的公式的な表現で書くと、十分に用
をなさない。
目標に子どもを位置づけることによって、漠然とクラ
ス全体を頭に描いて考えていた目標や授業の展開、手
立てが具体的になる。

一人の子の個を生かし、学びを大事にする！
①この子にはこんな力をつけてほしい。
②この子はこの場面でどう考えるだろうか。
③この子にはこんなアプローチで迫ろう

一人ひとりの子どもの学びに注目する
子どもの見取り（普段のやりとり→カルテ）
目標の位置付け（補充・深化・統合）

位置付けた子を変えるには、
同じ立場の者、対立する立場の
者を変えなければ変わらない。
位置づけた子を強くするという
ことは、他の子を強くすること
である。
全員を扱えないと覚悟を決める
と、全員が見えてくる。

『築地久子の授業と学級づくり』
落合幸子・築地久子著 （明治図書）

この子の
成⾧・変容

授業

この子との関わりで
他の子の成⾧・変容

7 8
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単元の構想単元の構想 第１時『わたしにはゆめがある マーティン・ルーザーキング・ジュニア』

第２時 『きまりは何のために』

第３時 『学級会での出来事』

第４時 『まほうの言葉』

児童Ａへの願い・ねらい
自分のよさ（できること・優しさなど）を自覚し、自信をもって自分
を出していくようになってほしい。

4/16     どの教科でも理解が早く、考えが豊か。しかし、自分の考えを発言・記述
することは苦手。意外とめんどくさがり。考えに自信もないように感じる。

5/30 体育のリレーの学習で、チームの仲間に練習の指示を出し、バトンパスの
仕方を教える。サッカーをクラブチームでしており、運動が得意だが、指
示や教え方に圧はなく、関わり方がとても上手で優しい。

6/23 少しずつ書くことによって自分の考えを表出するようになってきた。
7/ 5     ペアでの学習でとなりの子どもに考えを話すことを促す姿を見る。自分の

考えを話すだけでなく、話し合うことに対し積極性が出てきた。
9/27 運動会の表現の練習に、思っていた以上にやる気を見せる。休み時間にも

取り組んでいる姿が見せる。
11/6 体育の時間、珍しく友達とトラブル。ゲームの中でルール、勝敗でもめる。

話を聞き、教師の考えを伝えると、すぐに納得し、反省していた。

気軽に声をかけたり遊びをさそったり算数などでわからない問題を教えてあげたりするはじめ

もし男女差別が自分たちの町や足立区にあったとしたら逆らえない。殺される可能性があ
るから自分は言えないと思う。だから、アメリカで人種差別があってマーチン・ルーサー
キング・ジュニアは死んでしまうかもしれないのに恐れず法律に立ち向かい、人種差別を
なくしたのはすごい。簡単ではないからメンタルがすごい、真似したいと思いました。

第１時

僕は今回学んだのは結局悪い人が悪いことが起こしてしまうのはなにかきっかけあって起
こしてしまう「親友が殺されて許せない」とか思う人がいてぶつけてしまうから悪いこと
が起きてしまい抑えてといっても人間というのは我慢出来ない時があるから仕方ないけど
自分もその気持もわかるけどそれを抑えられる人は僕的に心が広くて穏やかで優しい人だ
と思う。僕もできるかわからないけど心が広く穏やかな優しい人になりたいと思った。

第２時

人気者のよしきが意見を言うとみんながいやでもよしきに賛成しないといけない。賛成す
る人もちゃんと意見をいって自分を出さないといけない。口出しをするのは自分勝手だか
ら司会になったときには、ちゃんと口だしをしないといけないと思った。

第３時

状況によって態度や言葉がだんだん変わる。みんな考えることが違う。状況や自分の欲望、
考えることによって違う。だから気持ちをコントロールできる人になりたいと思った。

第４時

ぼくはこの学習で成長したこと考えは優しさや決まりっていうのは自分たちがちゃんと守
れるかや自分が我慢に耐えきることはとても大切だから気持ちをコントロールできる人に
なりたいなと思い心がける気持ちが出て自分から行動をしてみんなに好かれるようになる
のがもっと良い関係を築けるとはじめの考えに書いたけどやっぱりそののとおりでありそ
れをできる人は心が広く穏やかな優しい人なんだろうなと思った。完全に心が広く穏やか
な優しい人にはなれないけれどそれになれるように心がける気持ちが自分にはあるとわ
かったことが成長したことだと思う。

学習後
自己の生き方と
つなげる

特殊な場面に
つなげる

諸価値の関連づけ

①公正、公平、社会正義
勇気

②規則の尊重
善悪の判断
思いやり、親切

深い価値認識

③相互理解、寛容

④自律
思いやり、親切

自分の町や国に人種差別があった場合は、自分は自分自身だとな
んもできない。ずっと嫌な気持ちのまま。マーチンは、逆らったら
捕まったり殺されたりするかもしれないのに、恐怖に立ち向かった。
正しいって思ったことには、怖がらない人になりたい。行動できる
かどうかは別だけど、そういう気持ちはなくしちゃダメだと思った。
誰とでもよい関係を築くには、誰かから声かけられるのを待つので
はなく、自分からまず声をかけにいかないといけないと思った。新
学期になって中学生とかみんな違うところに行った時、まず自分か
ら行動して、みんなと仲良くなることが大事。マーチンのように大
きなことはできないけれど、今の自分ができる最大のことをしたい。

5 時間やってる間、「どんな人ともよい関係を築くには？」とい
うことをずっと考えた。色々なお話から考えたから考えがいっぱい
になった。最初の「わたしにはゆめがある」のお話がずっと頭の中
に残っていて、つなげながら考えることができた。 5 時間授業する
ことで、前回授業に繋げて考えてもっと深く考えることができた。

自分につなげる

諸価値の関連づけ

○勇気
○善悪の判断

自己の生き方と
つなげる

○多様性

13 14

15 16

17 18
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・「もし、自分だったら…」、「もし、足立区だったら…」と、
常に特殊場面や自分につなげながら考えていることがわかる。

・「多様性」を公正、公平、社会正義や相互理解の視点を関連
付けて考えている。

・多様性を認める社会の実現の難しさを考え、「自分にできる
ことをする」や「自分をコントロールする」など、善悪の判
断、勇気、自立の価値の重要性を考えている。

・自分を見つめ、自己の生き方への考えを深めていると捉えら
れる。 児童Cへの願い・ねらい

そのままの自分に自信をもち、明るいままでいてほしい。人間関係に
深く悩まずに、前向きに問題を解消していってほしい。

4/10 隣の学校から転校。転校初日からハイテンション。
持ち上がりのクラスにいい影響を与えてくれそう。

4/25     とても人懐っこい。毎日のように自分のことを話しにくる。転校したのは、
父親との離婚によるもので、祖母の家の近くに引っ越したと話した。

5/23     算数の時間に難しい問題に苦戦。できなくて凹む。
7/18 保護者からの電話連絡。Bさんから冷たい言葉を投げかけられ、悩んでい

るとのこと。表向きは明るいが、様々に考えている子どもだと気づく。
11/ 3 保護者から連絡。ハロウィンの衣装について、Aさんとトラブルが起こる。

よく話を聞くと、周りの児童の噂話によって、Aさんとのすれ違いが起きて、
認められなくなった経験をした。

その人はどんな人なのかをよく観察すると何が好きなのかなどがわかるし、どんなのが嫌
なのかなどがわかる！そうすれば、相手を傷つけないから、もっと良い関係がうまれる

はじめ

差別は、人を深く傷つけてしまい、とても恐ろしい。差別をするようにする法律があるな
んて恐ろしい。世界のすべての差別が全部消えたとは言えない。この前テレビで見たので
すが、黒人が処刑されたそう。肌の色が違うだけで差別されるのはとてもおかしい。同じ
人間なのに！！でも、私が白人だったら、「こんな法律、変だよ！やめなよ！」とは言え
ない。法律で決まっていて、ルールを破ってはいけない状況だと思うから。黒人も差別さ
れていて、言いたいことが言えない。

第１時

今の法律のままで良い。法律が少なすぎると、犯罪が起きやすくなり、法律が多すぎても、
犯罪を起こそうとしている人が、怒って、もっと平和ではなくなる。ルールはしっかりと
守りたい。でも、悪い法律などは、守りたくない。人種差別はあってはいけない。

第２時

言いにくい環境を作ってしまうのは、周りや、司会、などが関係していると思いました。
司会の人が、「あずささんの意見はどうですか？」と言えば、言いやすい環境が作れた。
せっかく意見を言っているから、まずは、意見を聞いてから、意見を発表する。私があず
ささんだったら、ワガママはいけないと思い、とても嫌な気持ちになると思った。

第３時

昔の嫌な思い出を思い出しました。使い方を間違えると、相手を傷つけてしまう、「携
帯」「メール」と一緒で、「言い方」も言い方一つで心を傷つけてしまう。また、汚い言
葉を使ってしまうと、相手を傷つけてしまう。逆に、相手が喜ぶような言葉を使うと、相
手もハッピーになる。言葉や、言い方などを気をつけなければならない。

第４時

差別をしないこと、人を見た目で判断しないこと、言い方に気をつけること、言葉に気を
つけることの４つのことを大切にする。人を見かけで判断せず、中身を知ろうとすれば、
仲良くできる。言葉に気をつけたり、同じ言葉でも言い方に気をつたりすれば、傷つける
ことはない。よい関係に築くには、気をつけなければならないものがたくさんある。

学習後

深い価値認識

①公正、公平、社会正義

自分につなげる

特殊な場面（前時の
教材）につなげる

諸価値の関連づけ

②規則の尊重
⇒公正、公平、社会正義

深い価値認識

③相互理解、寛容

深い価値認識

自分につなげる

④相互理解、寛容⇒礼儀

諸価値の関連づけ

○多様性

差別とか見た目で判断せず、中身を知って関係を作れば良いと
思った。なぜなら、見かけだけで判断すると、相手のことをよく知
れなくて勝手に決めつけてしまうから。相手の中身を知って、良い
関係を築けるようになりたい。先生が「ピンクの人がいたらどうす
る？」と、質問された時、「こわ！」って友達が言った。白人は黒
人のことを「こわっ！」って思ってしまったのかも。ちょっとした
ことで差別が起きてしまうと思った。自分にも差別をしてしまう可
能性があるって気づいた。
誰とでもどんな人ともよい関係を築くには、言葉や言い方など気

をつける。言いたいことが同じでも、言い方 1 つで、言い方が違え
ば相手を傷つけてしまう。汚い言葉を使うと、相手をすごく傷つけ
てしまう。逆に嬉しい言葉を使うと相手もハッピーになる。
この授業では、感想をたくさん書けた。ニュースとかを見て、差

別って良くないな、なんで起きるんだろうと、思っていた。授業で、
改めて考えて、考えがより深まって、色々な考えが出てきた。

諸価値の関連づけ
○多様性
⇒公正、公平、社会正義
相互理解、寛容

○公正、公平

自分につなげる

深い価値認識

○公正、公平

自分につなげる

深い価値認識

諸価値の関連づけ
○多様性
⇒礼儀
相互理解、寛容

・異性、噂話によって相手を認められなくなった経験を思い出す。
・これまでの経験から、公正、公平について、強い問題意識を
もっている。第1時、第2時を通して問題意識をさらに高めた。

・第３時、第4時では、登場人物に自分を投影させて考えたり、
価値の両面を考えたりして、相互理解や礼儀について深く価
値を認識している。

・差別はどこでも、誰にでも起こる可能性があることを例を示
しながら説明することができている。

・多様性を認め合う社会の実現には、差別をしないこと、人を
見た目で判断しないこと、言い方に気をつけること、言葉に
気をつけることの４つを挙げた。

・これらのことから、価値を関連させて認識し、自己の生き方
への考えを深めていると捉えることができる。

課題成果
・全員を同等に深く見取る困難さ
一人ひとりを丁寧に見取り授業に位置付けるに

は時間と労力がかかり、全児童に対して同様のア
プローチを取ることの難しさがある。
・カルテの蓄積と授業への活用の精度
カルテの記述の蓄積はできたが、適切に授業目

標や展開に十分に生かしているかは、今後もさら
なる検討していく必要がある。
・個別化と学級全体とのバランス
一人の子の価値の深まりを中心に据えることで、

他の子の学びとの接続や一体感の形成に課題が生
じる可能性も。
・道徳的価値の「量的把握」の難しさ
価値のつながりや自己とのつながりなど「深ま

い学び」は見取れても、道徳性や価値観を定量的
に測る手法は依然として難しい。
・教師の解釈の主観性
記述や発言の意味づけには教師の主観が入るた

め、他者との見取りの共有や客観性の確保が課題
となる。

・個の道徳性に基づく授業づくり
一人ひとりの子どもの実態（特性・関心・課

題）に即して、授業の目標を個に位置づけた授業
を構想・実践できた。
・「カルテ」を活用した継続的な見取り
日常のふるまいや授業での姿を継続して記録し、

子ども理解を深めながら授業に活かすサイクルを
確立した。
・深い学びを見取る視点（ネットワーク化）
「深い学び」の視点を定め、子どもが価値同士

の関係や、自分の経験・生き方と価値をつなげて
捉える様子を見取ることを試みた。
・記述や対話からの成⾧の分析
記述やインタビューから、自己の変容・価値へ

の気づき・実生活への応用など子どもの意識や成
⾧を具体的に読み取ることができた。
・他の児童の成⾧にも波及
ある子への関わりや位置づけが、周囲の子ども

たちの思考や行動の変容にも影響を与える授業と
なっていた。
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中野啓明（新潟青陵大学）

日本道徳教育学会

次世代育成型研究プロジェクト

評価部会 報告書

令和３（2021）年１月26日 中央教育審議会答申

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供
たちの可能性を引き出す， 個別最適な学びと，協働的な学

びの実現～ （答申）

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/07
9/sonota/1412985_00002.htm

2

3

「個別最適な学び」 ： 学習者の視点
＝ 個に応じた指導：教師の視点
＝ 指導の個別化 + 学習の個性化

⇒ ドリル、学習履歴（スタディ・ログ）、
データ駆動型教育への転換

「協働的な学び」
⇒従来のグループワーク・話し合いを通じた学び
ICTの活用 ： 共同作成・編集を行う活動

4

一体的に充実

「個別最適な学び」の特徴は、①学習者の特
性や進度、到達度などに応じ、指導方法・教材
や学習時間などの柔軟な提供や設定、②自ら
の学習を把握し、学習の進め方を工夫し、調
整しながら粘り強く取り組む、③興味・関心に
応じ、課題の設定、子ども自身による情報の収
集、整理、分析、まとめ、表現など、主体的に
学習を最適にする、といった点にある。[1]

[1] 天笠茂、2021年、「中教審答申で読む『個別最適な学び』と『協働的な学
び』」『新教育ライブラリPremierⅡ Vol.2 令和の「個別最適な学び・協働的学
び」のパラダイムシフト」』ぎょうせい。

5

「個別最適な学び」を促進するため
には、学習者の特性や進度、到達
度を把握し、学習者自身が自らの学
習状況を把握し、学習を調整するこ
とに向けた学習履歴（スタディ・ログ）
などのデータを蓄積が必須となる。

6
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学習履歴（スタディ・ログ）の蓄積は、
国語科や算数・数学科、英語科等
の到達目標が明示された教科にお
いて、問題と正答からなるデータバ
ンクの整備や、パッケージ化された
学習コンテンツを用意するためにも、
今後一層加速していくことと推測す
ることができる。

7

一方、道徳科においては、他の教科
において強調されている「個別最適
な学び」を促進するための学習履歴
（スタディ・ログ）などのデータを蓄積
することの重要性とその方策に言及
しているものは見出すことができな
い。

8

①道徳科の目標は、他教科のような到達目標ではなく方向目標であること、
②道徳科の場合は唯一の正答は存在せず、学習者一人ひとりが「納得解」
を追究していくことに特徴があること、等

道徳科の授業においては、授業の終末時における「振り返り」において、一
人ひとりの学習者の学びを重視してきたといえる。

こうした「ふり返り」の記録は、学級内にとどまっている場合が多い。つまり、
道徳科のこの教材で、どのような学びが生起していたのかを、学級の枠 を
超えた大規模なデータとして蓄積することは行われてこなかった。

「振り返り」の記録を活用することが、道徳科におけるデータの利活用につ
ながることになるのではないか。

9

学習指導要領上の記述

「児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子
を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要があ
る。ただし，数値などによる評価は行わないものとす
る。」

ここでいう「評価」は、「評定」の意味

10

他教科の場合：ねらいは記載

評価の欄は必須、

評価規準がある

道徳科の場合：ねらいは記載

評価の欄？

評価規準？

11

・「数値による評価」を行わないにしても、

「ねらい」に即した本時の授業を評価しなく

てよいのか？

・ その授業の成否を判断する根拠は何か？

・ 本時を通じて、子どもは何を学んだのか？

・ 授業の中での「道徳性に係る成長の様子」

をどのように見取るのか？

12
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道徳科授業における「評価」の研究を進めるために
必要なこと

「この教材」で「何を学んだのか」という記録

（振り返りの記録）の蓄積

学級内にとどまらず、学校を超えた大規模なデータ
ベースの構築が必要

13

Gフォーム等を使った、1回または複数回の記録の蓄積
・Gフォームの機能を使った分析
・スプレッドシートに書き出す 等

1回のみのアンケート的な使用、または学級内のみの使
用を前提

新たな「振り返り」の記録の蓄積の方法

学校内や学校を超えた大規模なデータベース

14

共通のGフォーム スプレッドシー
トを加工

①学級内・

学校用シート

個人情報を削除

②データベース
用シート

クラウド上のデータ
ベース

※研究参加者に限定公開
15

・ブラウザー上で検索が可能

・動的なデータに対応

・教材毎、管理番号（個人）毎等に抽出が可能

16

「この教材」で「何を学んでいるのか」という分類や類型化
が可能となる。

子どもの学びのポートフォリオが作成可能となる。

具体的な事例をもとに、教師が子どもの振り返りを評価す
る（フィードバックする）際の視点を抽出することが可能と
なる。

教材に即した、「予想される子どもの反応（発言）」として活
用することが可能となる。

17

①評価部会での議論を通じて、道徳教育・道徳科における評価の
論点が多岐にわたることが確認できた。

②評価部会での発表をもとに、日本道徳教育学会第103回大会に
おいて自由研究発表を行うとともに、第104回大会では部会員とと
もにラウンドテーブルを企画・実施することができた。
※第103回大会発表要旨集、79～80ページ／第104回大会発表要旨集、20ページ 参照

③研究のアイディアとして、教師が子どもの振り返りを評価する
（フィードバックする）際の視点を盛り込むことの重要性に関する示
唆を得ることができた。

研究の成果

今後の課題

今後、この研究成果に基づきながら、具体的なシステムの構築
に向けての予備的な検証作業を行う予定である。この予備的な検
証作業を通じて、システムの構築に必要な問題点の抽出を行って
いきたい。

18
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道徳科における指導と評価の一体化

札幌国際大学 安井政樹 1

道徳科
指導と評価の一体化

「どのように学ぶか」に注目して

札幌国際大学 安井政樹

問題意識

•これまでも
何を学ぶか（学習指導要領・内容項目）が
とても大事にされてきた。

•さらに どのように学ぶか についても重視

2

問題意識

新学習指導要領リーフレット(mext.go.jp)
https://www.mext.go.jp/content/1413516_001_1_100002635.pdf 3

どんな学習が求められているのか？

https://www.nits.go.jp/materials/intramural/files/147_001.pdf
4

1 2

3 4
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道徳科における指導と評価の一体化

札幌国際大学 安井政樹 2

指導と評価の一体化

評価するということは、
指導するということ

（指導と評価の一体化）

nits.go.jp/materials/intramural/files/147_001.pdf 5

内容項目と同じように学び方にも系統？

nits.go.jp/materials/intramural/files/147_001.pdf https://www.nits.go.jp/materials/intramural/files/067_001.pdf 6

内容項目と同じように学び方にも系統？

nits.go.jp/materials/intramural/files/147_001.pdf https://www.nits.go.jp/materials/intramural/files/067_001.pdf 7

内容項目と同じように学び方にも系統？

nits.go.jp/materials/intramural/files/147_001.pdf
8

5 6

7 8
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道徳科における指導と評価の一体化

札幌国際大学 安井政樹 3

内容項目と同じように学び方にも系統？

中学生高学年中学年低学年

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇より多面的・多角的な見方

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇自分自身との関わり

各学校の実態によるが…
もちろん個人差もあるが…

9

内容項目と同じように学び方にも系統？

中学生高学年中学年低学年

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇より多面的・多角的な見方

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇自分自身との関わり

例） 自分にも同じような経験があって・・・主人公の気持ちがよくわかる。だから～～

例） 〇〇さんの考え方もわかるけど、私はちょっと違ってて・・・

10

問題意識

•どのように学ぶか という学び方についての

発達段階や系統性

11

各学校で 目ざす学びの姿を学年ごとに考える

登場人物の思いや行動に
共感し、自分の経験を思
い出しながら考える。

自分の経験を振り返りな
がら、道徳的価値とこれ
からの自分の生き方をつ

なげて考える。

自分の心の弱さを率直に
見つめながら、よりよく
生きていくことについて

考える。

12

9 10

11 12
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道徳科における指導と評価の一体化

札幌国際大学 安井政樹 4

各学校で 目ざす学びの姿を学年ごとに考える

【興味関心】

現状として、
このような姿は、何年生くらいの姿だと先生たちは思っているのか

友達の話を聞きながら、
わかっていてもできない
人の心の弱さを見つめて

いました。

友達と議論する中でさま
ざまなな経験や考えに触
れ、人の心の弱さやそれ
を乗り越える大切さにつ
いて考えていました。

13

各学校で 目ざす学びの姿を学年ごとに考える

毎時間の学習で、これまでの自分の生活を振り返りながら、考えていました。1 生活を振り返って

登場人物の思いや行動に共感し、自分の経験を思い出しながら考えていました。2 経験を思い出す

教材の登場人物の思いや行動について、自分の日常のさまざまな体験と重ねて考えていました。3 さまざまな体験と重ね

登場人物の心の動きをこれまでの自分と重ねながら、学習に向き合う姿が見られました。4 これまでの自分と重ね

主人公の気持ちを自分に置き換えながら、考えていました。5 自分に置き換え

役割演技や話し合い等を通して、主人公の思いについて積極的に発言していました。6 主人公の思い

7 〇〇

主人公の迷いについて、自分ならどうするかと考えながら、友達の思いや考えにしっかりと耳を傾けていました。8 耳を傾け

自分の考えと似ているかどうかを意識しながら友達と対話し、新たな見方に気づく姿が見られました。9 新たな見方

主人公の心について友達と対話することを通して、いろいろな見方があることに気づいていました。10 いろいろな見方

友達の思いや考えにしっかりと耳を傾け、自分の意見と比べながら考えていました。11 意見を比べ

自分が感じたことを素直に発言したり友達の意見に共感したりしながら、道徳的価値について考えていました。12 意見に共感

13 〇〇
14

各学校で 目ざす学びの姿を学年ごとに考える

【興味関心 ２】

各教科等では、どのような姿が想定されているのか。

https://www.pref.tochigi.lg.jp/m54/documents/kokugo.pdf
https://www.edu-
c.pref.miyagi.jp/midori/doutoku/hattatu/img/%E3%80%8C%E7%99%BA%E9%81%94%E3%81%
AE%E6%AE%B5%E9%9A%8E%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8%E3%80%8D.pdf

15

各学校で 目ざす学びの姿を学年ごとに考える

16

13 14

15 16
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道徳科における指導と評価の一体化

札幌国際大学 安井政樹 5

各学校で 目ざす学びの姿を学年ごとに考える

１年生
２年生

３年生

４年生

１年生
２年生

３年生

４年生

17

目指す姿を設定 → だから意図的に指導

本時の学習で
引き出したい

学びの姿
【診断的評価と設定】

発問・KR
（指導と評価）

【形成的評価と指導】

授業設計段階 指導中 指導後・大くくり

次に目指す姿の設定
通知表の評価文へ

【総括的評価】

自分の経験とのつながりを
意識して、考えられるよう
にしたい。

発問
「同じような思いになった
経験はある？」

KR
「なるほど。そういう経験
とつなげて考えられるのは
素敵だね。」

次の時間（期間）に引き出
したい、学びの姿を設定。

子どもの伸びを評価文とし
て

一連の「学び方」の指導と
評価の一体化をシステム化18

指導と評価支援システムの開発

現在：教科書会社A社の教師用資料として指導書に掲載

各学校で使用され始めている

利用者の声
「どうやって道徳を指導したらよいのか」が
少し明確になり、どのように授業を組み立てていけばいいか
がわかるようになってきた。

利用者の声
ローテーション道徳をする際に、学年でどのような授業づく
りをしていくのか共通理解がしやすくなった。

利用者の声
授業で評価していることが、期末に文章として表現できるの
で、まさに指導と評価の一体化を進めることができる。19

今後に向けて

システムの運用についての成果と課題を整理

子どもたちの学びの蓄積→どのように見える化するか

教育データの利活用
生成ＡＩ活用

20

17 18

19 20
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